
奈
良
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
四
十
五
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
設
立
の

届
出
の
あ
っ
た
政
治
団
体
の
名
称
等
を
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

令
和
二
年
十
二
月
十
一
日

奈
良
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

中

川

清

孝

（
政
党
の
支
部
）

（
イ
）
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

会
計
責
任
者

主
た
る
事
務
所
の

届

出

年

月

日

氏

名

の

氏

名

所

在

地

立
憲
民
主
党
奈
良
県

馬
淵
澄
夫

藤
野
良
次

奈
良
市
大
宮
町
五
ー

令
和
二
年
十
一
月

総
支
部
連
合
会

三
ー
一
四

十
六
日

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

（
イ
）
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

会
計
責
任
者

主
た
る
事
務
所
の

届

出

年

月

日

氏

名

の

氏

名

所

在

地

大
保
ゆ
か
こ
サ
ポ
ー

大
保
由
香
子

大
保
優
子

橿
原
市
山
之
坊
町
九

令
和
二
年
十
一
月

タ
ー
ズ
チ
ー
ム

九
ー
八

二
十
七
日

清
川
き
よ
こ
後
援
会

清
川
希
代
子

小
林
誠

香
芝
市
旭
ケ
丘
五
ー

令
和
二
年
十
一
月

二
〇
ー
一
一

十
六
日

小
沢
あ
き
ひ
ろ
後
援

小
澤
晃
広

小
澤
邦
男

磯
城
郡
川
西
町
大
字

令
和
二
年
十
一
月

会

唐
院
四
二
七
ー
二

十
日



小
山
手
し
ゅ
う
ぞ
う

小
山
手
修
造

小
山
手
直
美

吉
野
郡
十
津
川
村
大

令
和
二
年
十
一
月

後
援
会

字
風
屋
五
四
三
ー
二

三
十
日

竹
田
克
司
後
援
会

竹
田
克
司

竹
田
克
司

宇
陀
市
大
宇
陀
小
附

令
和
二
年
十
一
月

七
八
三

十
二
日

中
川
ひ
ろ
よ
し
後
援

中
川
裕
介

谷
口
聡

高
市
郡
高
取
町
大
字

令
和
二
年
十
一
月

会

清
水
谷
一
三
〇
ー
二

二
日

な
ら
地
域
政
党

階
戸
幸
一

鍵
田
美
智
子

奈
良
市
北
御
門
町
二

令
和
二
年
十
一
月

〇
ー
一

十
七
日

西
岡
次
郎
後
援
会

西
岡
次
郎

西
岡
次
郎

橿
原
市
川
西
町
九
三

令
和
二
年
十
一
月

八
ー
四
九

十
七
日

西
川
ゆ
う
い
ち
後
援

西
川
侑
壱

國
柄
由
佳
里

高
市
郡
高
取
町
大
字

令
和
二
年
十
一
月

会

丹
生
谷
一
三
〇
八
ー

四
日

八

藤
本
ま
さ
よ
し
後
援

藤
本
昌
義

藤
本
昌
義

吉
野
郡
吉
野
町
大
字

令
和
二
年
十
一
月

会

喜
佐
谷
三
五

二
日

森
前
美
和
後
援
会

森
前
美
和

森
前
伸
二

橿
原
市
東
坊
城
町
四

令
和
二
年
十
一
月

五
五
ー
六

四
日
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